
４月８日　入学式　新入生１７名

　　　４月９日　対面式　　　
新入生代表挨拶をする阿部君

４月１８日　スマホ安全教室

　
今
回
の
教
室
で
は
、
全

国
の
ネ
ッ
ト
依
存
者
数
が

九
十
三
万
人
い
る
と
い
う

こ
と
を
知
り
、
改
め
て
ネ

ッ
ト
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
私
も
ス
マ
ホ
で

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
行
っ
た
り
、
動

画
を
見
た
り
し
ま
す
が
、

時
間
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
し
っ
か

り
と
し
た
ル
ー
ル
を
自
己

策
定
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分

の
感
情
だ
け
で
行
動
し
な

い
よ
う
に
、常
に
考
え
て
、

冷
静
に
判
断
で
き
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
き
た
い
で

す
。
【
三
年
女
子
】

　
昨
年
も
思
い
ま
し
た

が
、
改
め
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
身
近
で
便
利
な

も
の
で
す
が
、
一
つ
で
も

間
違
え
る
と
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
こ
と
を
引
き
起

こ
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
を
理
解
し
ま
し
た
。
自

分
の
考
え
を
文
字
に
し
て

伝
え
る
の
は
難
し
い
こ
と

は
分
か
っ
て
ま
す
が
、
正

確
に
伝
わ
る
よ
う
に
気
を

付
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
ス

マ
ホ
の
使
い
方
を
振
り
返

り
、
再
度
ル
ー
ル
の
確
認

を
し
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。
【
二
年
男
子
】

　
四
月
と
な
り
、
遠
藤

教
頭
、
三
橋
先
生
、
守

田
先
生
、
岩
崎
先
生
、

米
良
先
生
、
司
書
の
小

板
橋
先
生
、
事
務
の
佐

々
木
さ
ん
の
七
名
の
転

入
者
を
迎
え
、
平
成
三

十
一
年
・
令
和
元
年
度

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
月
一
回
発
行

で
湖
南
高
校
の
情
報
発

信
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ー
・
エ

ル
ダ
ー
の
関
谷
俊
雄
様
を

講
師
に
迎
え
、
近
年
、
社

会
問
題
化
し
て
い
る
「
ス

マ
ホ
依
存
の
怖
さ
」、
「
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
よ
る
犯
罪
被
害
」

な
ど
を
重
点
に
ス
マ
ホ
安

全
教
室
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
四
月
八
日
（
月
）
午
後

二
時
よ
り
、
本
校
体
育
館

に
お
い
て
、
平
成
三
十
一

年
度
入
学
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
式
で
は
ま
ず
、

担
任
の
栗
生
千
絵
子
先
生

よ
り
、
新
入
生
一
人
ひ
と

り
の
呼
名
が
あ
り
ま
し

た
。
次
に

秦
尚
志
校

長
に
よ
る

入
学
許
可

及

び

式

辞
、
そ
し

て
、
県
議

会
議
長
代

理
の
佐
藤

憲
保
議
員

（
郡
山
市

選
出
）
の

祝
辞
を
始

め
、
赤
城

多
加
志
Ｐ

Ｔ

Ａ

会

長
、
椎
谷

耕
二
同
窓

会
長
に
祝

辞
を
頂
き

ま
し
た
。

厳
粛
な
雰

囲

気

の

中
、
式
は

進
行
し
、

新
入
生
誓
い
の
こ
と
ば
で

は
、
代
表
の
樋
口
愛
さ
ん

（
湖
南
中
出
身
）
が
「
湖

南
高
生
の
自
覚
と
誇
り
を

持
っ
て
、
悔
い
の
な
い
三

年
間
と
な
る
よ
う
精
一
杯

過
ご
し
た
い
」
と
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
同
窓
会
入
会

式
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
入
会
式
を
経

て
、
保
護
者
を
交
え
た
初

め
て
の
Ｌ
Ｈ
Ｒ
に
臨
み
ま

し
た
。

　
七
日
（
火
）
　
　
　
　

　
　
　
　
　
週
休
振
替
日

　
八
日
（
水
）
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
登
校
指
導

一
三
日
（
月
）
　
　
　
　

　
　
学
習
時
間
調
査
開
始

一
四
日
（
火
）
　
　
　
　

　
　
一
年
ぐ
る
っ
と
湖
南

一
五
日
（
水
）
　
　
　
　

　
　
　
　
　
創
立
記
念
日

二
一
日
（
火
）
　
　
　
　

　
　
　
～
二
三
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
中
間
考
査

二
四
日
（
金
）
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
春
の
遠
足


